
食品の放射性物質簡易検査結果          検査時期：平成 24 年 3 月 1 日～7 月 31 日 

 この検査は、市民の不安解消を目的に市が独自に実施しています。検体の種類ごとに集計した結果、野

生の山菜等は放射性セシウム濃度が高い傾向があることが分かりました。 

 簡易検査であるため、全体的な結果については、あくまでも参考としてご覧ください。 

検査結果の注意点 
① 検査対象品は食品、加工食品、調理品等（例：家庭菜園で収穫した野菜等、野生の山菜等、購入した

食品等です。）※販売等営利を目的とした食品は対象外です。 

② 検体の採取時期は確認していません。また、市外で採取したものも含まれます。 

③ 検体が定量に満たない場合や細かく刻まれていない場合は、測定値が高く出るなど正しい結果が得ら

れていない場合があります。 

 
 
 
 
 
 
 
※下表の 50 ㏃未満～100 ㏃超の件数は、１㎏あたりのセシウム 134 とセシウム 137 の合計値で集計 単位：件 

種類 
主な品目  

※（ ）の数字は、基準値を超えた数／検査数
検査 
実施数

不 
検 
出 

50㏃
未満 

50～ 
100 ㏃ 

100 ㏃超 

穀類 
白米、玄米、ごはん、もち米、そば粉  
他 5 品目 

239 220 18 1 0  

野菜類 
ジャガイモ、フキ、タマネギ、キュウリ、ネ
ギ 他 88 品目 

728 650 71 7 0  

くだもの 
木の実類 

梅、ブルーベリー(3/41)、キウイ(3/10)、イ
チゴ、プラム、ユズ(2/3)、椿の実(1/1)、木
の実(1/1) 他 11 品目 

139 35 81 13 10
全て購入
品以外 

キノコ類 
シイタケ(122/135)、ナメコ(1/4)、干ししい
たけ(4/4）、キノコ(1/3)、チタケ(1/1) 

147 4 8 6 129
全て購入
品以外 

山菜類 

タケノコ(43/136)、山椒(30/55)、ワラビ
(2/26)、タラの芽(12/18)、フキノトウ
(2/16）、コシアブラ(9/10)、コゴミ(1/9)、
ウワバミソウ(2/4)、シドキ(1/3)、ゼンマイ
(1/3)、セリ(1/1)、ヨモギ(1/1) 他 5 品目 

287 55 75 52 105
内99件が
購入品以
外 

野生動物
の肉 

シカ肉(3/3）、イノシシ肉(3/3） 6 0 0 0 6 
全て購入
品以外 

魚類 
カジカ、イワナ(1/3)、ワカサギ(2/2）、マス
他 4品目 

18 7 3 5 3 
全て購入
品以外 

豆類 小豆、大豆、黒豆 他 5品目 16 10 6 0 0  

乳製品 お湯で溶いたミルク、牛乳 2 2 0 0 0  

加工品 
調理品 

梅干し(4/21)、干し柿(3/8)、山椒佃煮(2/7)、
酵素、味噌、乾燥茶葉(1/1)、ブルーベリー
ジュース(1/1) 他 20 品目 

76 27 23 15 11
全て購入
品以外 

その他 鶏卵、米ぬか、はちみつ 他 10 品目 24 17 3 4 0  

合 計 1,682 1,027 288 103 264  

【参考】食品中の放射性セシウムの基準値   
※「不検出」とは、検出限界未満のことを示します。検出限界の   食品群 基準値（ﾍﾞｸﾚﾙ/㎏） 

飲料水 １０ 
牛乳 ５０ 
乳児用食品 ５０ 
一般食品 １００ 

目安は、当初４０㏃/㎏以下（セシウム合計）としていましたが、 
国の基準値変更に対応するため、５月２１日検査分から新容器  
の使用により２５㏃/㎏以下に変更しました。 

【検査結果の取り扱い】 
栃木県は、販売を目的とした農産物の安全性を確保する観点から、県内農産物の出荷の可否を判断す

るため、「農産物モニタリング検査（精密検査）」を計画的に実施しています。 
一方、市が実施する食品検査（簡易検査）は、依頼者が持ち込んだ食品全般について実施しており、

食品の出荷あるいは販売等の目安となる検査ではありません。なお、仮に購入した食品で基準値を超え

る検体があった場合は、県に情報提供するとともに、その検体が農産物で生産者が特定できる場合は、

県に対して農産物検査を実施するよう依頼しています。 


